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さて、この度、当会の親睦行事といたしまして、「大須演芸場歓談」を次のとおり計画させていただきました。「大須演芸場」は ��一章・薯●●‘…箪∵・牒 璃彊・・．．‘韓：； ● 暗証「．線：；：鳴 　●◆ � 

中京唯一の演芸処であり、長い歴史を誇っております。落語、講談、ものまね等、テレビでは味わえない芸や笑いをご歓談いた 

だけるかと存じます。普段、興味があってもなかなか足を運ぶ機会もないのではないでしょうか。 

これを機に日本古来の伝統文化を探ってみてはいかがでしょう。ご年配の方に限らず、お若い方まで、ご家族揃ってお越し下 ��増結：篤志灘享 　　●●● � 

さい。なお、三翠化学会の総会もあわせて行ないますので、是非多数のご参加をお待ちしております。 ��樟；・・：静子轟 � 

三翠化学会東海支部長 ��言渋．．・”‘損∴∴“●諒 � 

高橋　孝雄 ��i●● ●●●●・◆● 浩：・・；．嵩：・：・繚享鮮 i●●●．・◆ 璃紅‘‘：●””●‘：：滋圭 鉦：－　●言詰熟 � 

［●第二アメ横　　　　　　　　　　　記 一　　　　　・大須ういろ　　日時：識語豊土）11時～13時半 ��瀬零‘墨結 奇．‘●‘蔦一書高み・：畠． � 

臆麗懇請董陵　　　　　．　総　会：11時～11時半 ��隼：・守葦∴」博打・：・膏 　◆●“● ：溌：：∴滑：諦結 　●● ：・言古彊∴・：・膏鉦・∴甘 
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇親会：11時半～13時半 1場所：愛知県名古屋市中区大須2＿19＿3。 大須計葦、た醒‾輩参加費‥襲灘‾競分 

（題字は稲川先生） 第52号 平成13年4月30日発行 三翠化学会 市上浜町1515 重大学農芸化学コース内 話／津〈059〉232－1211 ‾替／名古屋9－5934「 

㌢番仁王苧　　　　　参加申込：謹薬篭に霊末日までに必ずご連絡を下さい。 
i　　　　　　　　　　　　　　　　　その他：昼食はご用意させていただきます。 

お酒も入りますので、公共の交通機関をご利用下さい。1 ��印刷／株式会社あるも－ 　TEL（052）332－0861大8長谷川正一 
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の
甲

斐
あ
っ
て
今
年
の
前
期
日
程
の

受
験
倍
率
は
農
学
系
で
最
高
の

倍
率
と
な
り
、
少
し
は
安
堵
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
新
2
年
生

は
〓
講
座
に
分
か
れ
、
3
年
生

と
な
る
来
年
に
は
各
研
究
室
に

配
属
さ
れ
ま
す
。
平
成
1
5
年
3

月
に
は
旧
学
部
最
後
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
、
平
成
1
6
年
4
月

か
ら
は
新
し
い
三
翠
同
窓
会
会

員
が
生
ま
れ
ま
す
。

平
成
1
5
年
頃
か
ら
国
立
大
学

は
独
立
法
人
化
に
向
け
て
大
き

く
動
き
出
し
ま
す
。
実
は
す
で

に
質
的
な
変
化
へ
動
き
出
し
て

い
ま
す
。
教
官
が
合
宿
し
て
良

い
教
育
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
く

た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
勉
強
も
始
め
て
い
ま
す
。
教

育
・
研
究
の
理
念
や
目
的
さ
ら

に
は
目
標
等
を
作
成
し
た
り
、
外

部
評
価
資
料
の
作
成
や
社
会
へ

の
還
元
も
積
極
的
に
考
慮
し
て

体
質
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

三
翠
同
窓
会
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
三
翠
会
館
と
三
翠
庭
園
が
5
0

周
年
記
念
事
業
で
集
ま
っ
た
予

算
7
千
万
円
ほ
ど
か
け
て
全
面

改
修
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
同
時
に
、
大
学
全
体
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
格
上
げ
さ
れ
ま
す
。

来
年
く
ら
い
に
は
老
朽
化
し
た
柱

等
が
改
善
さ
れ
、
高
等
農
林
時
代

の
古
い
会
議
室
が
空
調
設
備
が

完
備
さ
れ
た
新
し
い
会
議
室
に

生
ま
れ
変
わ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

新
し
い
同
窓
会
の
集
合
場
所
と
し

て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
1
4
年
7
月
下
旬
に
親
会

に
当
た
る
三
翠
同
窓
会
の
総
会

（
2
年
ご
と
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

関
連
同
窓
会
も
こ
れ
と
同
調
す

る
方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。
学

生
時
代
共
に
生
活
を
送
っ
た
他

コ
ー
ス
（
学
科
）
の
友
達
に
も
会

え
る
場
が
生
ま
れ
、
親
同
窓
会

が
新
し
い
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
数
年

先
に
は
大
学
の
独
立
行
政
法
人

化
も
始
ま
り
ま
す
。
岡
崎
氏
の

記
事
か
ら
も
分
か
り
ま
す
が
、
国

民
の
ニ
ー
ズ
と
国
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
全
面
に
出
せ
る
組
織
の

再
編
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
T

L
O
の
発
足
準
備
、
外
部
評
価
・

自
己
点
検
資
料
作
成
、
学
問
中

心
の
教
育
研
究
か
ら
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
研
究
な
ど
は
、
そ

れ
に
む
け
た
体
質
改
善
作
業
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
同

窓
会
は
新
し
い
大
学
の
最
も
心

強
い
支
え
と
な
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
改
築
さ
れ
た
三
翠
会

館
が
新
築
の
三
翠
ホ
ー
ル
と
共

に
三
重
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
求
心
力
を
発
揮
し
、
三
翠
の

伝
統
が
い
つ
ま
で
も
伝
え
ら
れ

る
よ
う
切
に
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

今
、
私
は

独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所

理
事
長
　
岡
崎
　
直
人
（
大
1
4
）

投
稿
の
依
頼
を
3
月
に
受
け

た
時
は
、
国
税
庁
醸
造
研
究
所

長
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
4
月
か
ら
5
0
余
り
の
国
立
の

研
究
機
関
と
と
も
に
独
立
行
政

法
人
と
な
り
、
名
称
も
酒
類
総

合
研
究
所
と
な
り
ま
し
た
。
私
の

現
況
を
紹
介
す
る
代
わ
り
に
、
4

月
2
日
の
発
足
に
当
た
っ
て
行
っ

た
挨
拶
を
一
部
加
筆
し
て
紹
介

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

桜
花
爛
漫
の
好
李
を
迎
え
、
本

日
、
独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合

研
究
所
の
発
足
に
当
た
り
、
一

言
、
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
研
究
所
は
、
明
治
3
7
年

（
1
9
0
4
）
の
創
設
以
来
、
幾

多
の
変
遷
を
経
て
参
り
ま
し
た

が
、
本
日
こ
こ
に
、
独
立
行
政

法
人
酒
類
総
合
研
究
所
が
無
事

発
足
し
ま
し
た
こ
と
は
、
私
と

も
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
喜
び

で
あ
り
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
に
は
、
2
1
世

紀
を
迎
え
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
業
務
の
質
の
向

上
を
実
現
す
る
と
い
う
、
行
政

改
革
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
酒
類
総

合
研
究
所
は
、
民
間
で
は
対
応

の
困
難
な
、
高
リ
ス
ク
、
高
コ

ス
ト
の
基
礎
的
・
基
盤
的
研
究

を
中
心
に
実
施
し
て
研
究
の
質

を
高
め
、
得
ら
れ
る
成
果
を
国

民
と
酒
類
業
界
に
普
及
し
、
酒

類
業
の
健
全
な
発
達
と
酒
類
に

対
す
る
国
民
の
皆
様
の
認
識
が

高
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

最
近
の
研
究
で
特
筆
す
べ
き

は
、
進
展
著
し
い
遺
伝
子
レ
ベ
ル

で
の
解
析
手
法
が
、
容
易
に
利
用

可
能
に
な
り
、
醸
造
と
い
う
特

異
な
環
境
下
で
の
み
発
現
す
る

遺
伝
子
が
数
多
く
兄
い
だ
さ
れ
、

機
能
不
明
な
遺
伝
子
の
機
能
を

明
ら
か
に
で
き
る
よ
い
研
究
環
境

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
研
究
の
発
展

に
醸
造
が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
方
、
平
成
7
年
の
東
広
島

へ
の
移
転
に
伴
っ
て
、
研
究
施

設
が
充
実
さ
れ
、
ま
た
、
東
京

に
は
な
か
っ
た
圃
場
と
水
田
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
広
島
施
設
と
と
も
に
、
東

京
の
滝
野
川
に
残
る
酒
造
工
場

（
1
9
0
4
建
設
）
等
施
設
は
、

東
京
の
立
地
を
生
か
し
、
普
及
・

サ
ー
ビ
ス
業
務
に
重
点
を
置
い

た
業
務
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
広
島
と
東
京
間
の
距
離
は
、

I
T
の
利
用
で
補
完
し
、
I
T

を
通
し
て
総
合
的
な
酒
類
情
報

を
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
向

け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
酒
類
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
、
業
界
に
は
一

層
の
自
助
努
力
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時

期
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
産
学
官
の

連
携
が
容
易
に
な
っ
た
当
所
が

発
足
し
た
こ
と
は
、
時
宜
を
得
た

こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

組
織
の
強
化
が
他
機
関
か
ら
の

人
員
の
移
管
に
よ
り
実
現
し
ま

し
た
、
総
勢
5
2
名
で
5
年
の
中
期

目
標
期
間
（
中
期
目
標
は
、
財
務

大
臣
か
ら
指
示
）
に
向
け
て
、
職

員
一
人
一
人
が
理
想
を
も
っ
て

職
務
に
専
念
し
、
よ
り
良
い
研
究

所
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日

の
よ
き
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
哉
塊
輩
諸
氏
の
ご

尽
力
は
も
ち
ろ
ん
、
霜
務
省
、
国

税
庁
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の

皆
様
方
の
お
力
添
え
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
職
員
及
び
ご
家
族
の
皆
様

の
ご
健
康
及
び
ご
多
幸
を
、
さ
ら

に
は
独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合

研
究
所
の
飛
躍
を
切
に
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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業
生
〟
専

昭
和
2
5
年
3
月
に
卒
業
し
て

か
ら
平
成
1
2
年
で
ち
ょ
う
ど
5
0

年
目
。
7
1
才
の
老
境
を
迎
え
て
、

人
生
を
達
観
し
う
る
年
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
み
ん
な

の
心
の
ふ
る
さ
と
三
重
で
ぜ
ひ
集

ま
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

戦
後
、
昭
和
2
2
年
4
4
人
が
入

学
し
、
松
中
君
、
油
田
君
ら
が

途
中
で
進
学
し
、
卒
業
し
た
の

は42人。
そ
れ
が
現
在
ま
で
に
村
田
、
若

海
上
、
油
田
、
前
田
尚
、
沖

佐
々
木
、
木
村
、
平
尾
君

ら
の
9
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

☆
5
0
年
目
の
つ
ど
い
☆

大
道
・
岡
本
・
黒
部
・
近
藤
・
榊

原
・
十
川
・
積
木
・
中
川
（
純

一
）
・
中
川
（
潔
彦
）
・
中
北
・
中

西
・
長
野
・
藤
井
・
藤
枝
・
前

田
・
山
本
・
吉
田
の
2
1
名
で
あ
っ

た
。
（
傍
点
は
今
回
の
世
話
役
）

幹
事
代
表
の
岡
本
君
の
司
会

で
進
め
ら
れ
、
楽
し
い
志
摩
の

一
夜
を
す
ご
し
た
。

と
く
に
、
中
西
君
の
日
本
舞

踊
と
積
木
君
の
尺
八
は
、
皆
が

息
を
呑
ん
で
聞
い
た
。

最
後
に
、
来
年
の
ク
ラ
ス
会

の
幹
事
は
愛
知
県
在
住
の
方
に

担
当
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
日
は
、
会
員
の
好
意
で
マ

門
二
回

生
〟
を
も

じ
っ
て
、

故
沖
津

茂
次
君
が
名
付
け
ら
れ
た
仙
人

会。

平
成
1
2
年
日
月
1
8
日
、
念
願

の
卒
業
5
0
年
目
の
つ
ど
い
は
、
志

摩
半
島
の
「
賢
島
・
宝
生
苑
」
で

開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
次
の

2
1
人
だ
っ
た
。

砂
野
・
石
井
・
市
橋
・
大
井
・

イ
カ
ー
四
台
に
分
乗
さ
せ
て
も

ら
い
、
志
摩
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
を

走
っ
て
鳥
羽
で
解
散
し
た
。

（
文
・
中
川
潔
彦
）
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〇
◆
0
0
◆
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◆
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◆
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◆
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◆
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◆
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山
歩
き
の
好
き
な
男
が
次
回

の
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
に
指
名
さ

れた。彼
は
そ
の
場
で
〟
開
催
場
垂

は
山
で
や
ろ
う
㌻
一
三
三
三
＝

し
か
し
、
み
ん
三
へ
の
巨
富
十
三
吉

を
考
え
る
と
ど
う
二
一
三
善
に

不
安
を
覚
え
る
。

標
高
の
高
い
山
で
、
歩
く
道

は
あ
ま
り
高
低
差
が
な
く
、
景

色
が
よ
く
、
温
泉
が
あ
っ
て
く

つ
ろ
げ
る
宿
と
い
う
条
件
が
み

ん
な
の
希
望
の
よ
う
だ
。

数
ヶ
月
あ
れ
こ
れ
候
補
を
あ

げ
て
悩
む
う
ち
、
標
高
一
五
〇

〇
m
の
志
賀
高
原
と
決
定
し
た
。

宿
は
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
に
あ
る
小
さ
な
ホ
テ

ル
。
志
賀
高
原
の
ど
真
ん
中
に

位
置
し
、
い
い
温
泉
も
あ
る
。

時
期
は
松
尾
君
（
サ
ン
パ
ウ

ロ
在
住
）
の
来
日
に
合
わ
せ
十

月
十
日
か
ら
二
泊
三
日
。
参
加

者
十
六
名
（
う
ち
同
伴
者
五
組
）

が
集
ま
っ
た
。
皆
元
気
な
顔
、
も

う
奥
様
方
も
顔
な
じ
み
で
あ
る
。

夕
食
の
後
こ
れ
で
ク
ラ
ス
会
は

ア
ー
に
切
り
替
わ
っ
た
。

翌
十
一
日
天
候
は
晴
れ
、
無

風
、
気
温
十
三
度
絶
好
の
紅
葉

日
和
で
あ
る
。
前
々
か
ら
お
願

い
し
て
お
い
た
顔
な
じ
み
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
さ
ん
が
今

日
一
日
の
案
内
で
あ
る
。

午
前
中
は
奥
志
賀
の
落
葉
樹

林
帯
と
少
し
奥
の
一
般
に
は
未

開
放
の
剣
沢
ダ
ム
周
辺
の
隠
れ

棚
に
な
っ
て
い
る
）
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
、
変
わ
っ
た
色
の

コ
シ
ア
ブ
ラ
の
木
、
大
き
な
葉
っ

ぱ
の
ト
チ
の
実
の
木
等
い
く
つ

か
名
前
も
覚
え
て
帰
っ
た
。

さ
て
、
し
ば
ら
く
行
っ
た
道

端
に
大
き
な
オ
レ
ン
ジ
が
か
っ

た
塊
（
）
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
と

ま
だ
新
し
い
熊
の
糞
と
い
う
。
熊

の
糞
を
囲
ん
で
円
睦
を
敷
き
、
観

す
る
。
奥
志
賀
と
は
違
っ
て
こ

の
あ
た
り
は
針
葉
樹
林
帯
で
あ

る
。
木
戸
池
か
ら
コ
メ
栂
、
シ

ラ
ピ
ソ
の
森
の
中
を
次
々
と
あ

ら
わ
れ
る
三
角
池
、
上
の
ノ
小
海

長
池
の
表
情
が
鏡
の
1
よ
i
う
な
池

に
写
さ
れ
て
疲
れ
も
ど
こ
へ
や

ら。

一
日
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
な
が

ら
、
露
天
風
呂
で
は
に
ぎ
や
か

終
了
と
し
、
志
賀
高
原
屯
皇

た
ス
ポ
ッ
ト
も
案
内
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。
人
の
気
配

も
な
く
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
黄
色

を
主
体
に
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
カ

エ
デ
の
赤
が
混
じ
っ
た
山
の
配

色
が
実
に
見
事
。
こ
の
あ
た
り

は
月
の
輪
熊
の
生
息
地
、
歩
き

な
が
ら
発
見
す
る
熊
棚
（
熊
が

樹
上
の
木
の
実
を
食
べ
た
後
が

案
が
始
ま
っ
た
。
ナ
ナ
カ
マ
ド

の
実
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
点
々

と
赤
い
実
が
残
っ
て
お
り
、
春

に
は
実
生
が
い
っ
ぱ
い
出
る
と

の
こ
と
。

大
き
な
お
に
ぎ
り
を
食
べ
、
午

後
は
木
戸
池
周
辺
の
池
巡
り
。
志

賀
高
原
は
火
山
に
よ
っ
て
出
来

た
大
小
七
十
以
上
の
池
が
占
写
し

な
談
笑
が
続
く
。
最
終
日
は
白

根
火
山
の
お
盆
に
立
ち
寄
り
、
紅

葉
の
志
賀
高
原
を
後
に
し
た
。
お

天
気
に
恵
ま
れ
、
久
し
ぶ
り
の

森
林
浴
と
移
り
変
わ
る
景
色
に

皆
満
足
そ
う
に
見
え
た
。
や
れ

や
れ
で
あ
る
。
　
（
梅
田
尊
夫
）

私
は
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
の
一

人
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ろ
う
こ

と
か
5
0
分
も
遅
刻
し
て
し
ま
い
、

そ
の
穴
埋
め
と
し
て
こ
の
報
告

を
書
く
は
め
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
、
家
族
の
や
じ
を

背
中
に
聞
き
な
が
ら
馴
れ
な
い

ワ
ー
プ
ロ
と
向
き
合
っ
て
悪
戦

苦
闘
し
て
い
ま
す
。

山
に
ハ
ゼ
や
ウ
ル
シ
が
色
づ

き
、
路
傍
に
野
菊
が
薫
る
去
る

日
月
日
日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
四
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
第
9

回
農
芸
化
学
科
卒
業
生
の
ク
ラ

ス
会
が
、
羽
衣
伝
説
で
有
名
な

静
岡
県
の
三
保
の
松
原
に
あ
る

「
三
保
園
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
一

泊
二
目
で
行
わ
れ
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
ペ
イ
ン

在
住
の
土
地
君
や
、
卒
業
後
初

め
て
の
参
加
と
い
う
大
道
君
が

道
2
・
5
血
は
ゆ
う
に
有
り

発
の
時
間
を
気
に
し
な
が

を
拭
き
拭
き
や
っ
と
1
時

せ
ら
れ
て
私
を
含
め
て
m

う
三
輪
幹
事
の
甘
い
言
葉

え
な
か
っ
た
が
絶
好
の
小

の
為
に
残
念
な
が
ら
富
士

黒
松
の
続
く
海
岸
に
繰
り

日
の
出
と
赤
富
士
を
期
待

寒
い
6
時
前
か
ら
眠
い
目

翌
日
は
日
の
出
が
6
時

葉
に
多
く
の
賛
同
が
あ
っ

と
の
こ
と
で
、

す
っ
て
起
き
出
し
、

たが、

地
平
線
に
は
低
い

あ
っ
て
、

太
陽
は
水
平
線

や
上
か
ら
昇
っ
て
き
た
。

和
で
あ
っ
た
。

朝
食
後
、

「
こ
こ
か
ら
羽
衣

ま
で
1
m
、
往
復
5
0
分
」

勇
躍
松
を
見
に
出

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
き
た
。

身
裸
で
海
岸
を
走
っ
て
帰
っ
て

来
た
者
も
い
た
。
汗
を
シ
ャ
ワ
ー

で
流
し
た
後
、
ホ
テ
ル
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
日
本
平
ま
で
送
っ

て
も
ら
い
、
よ
う
や
く
姿
を
う
っ

す
ら
と
現
し
た
富
士
を
バ
ッ
ク

に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
そ
の

後
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
久
能
山

に
行
き
東
照
宮
を
見
学
し
た
が
、

宝
物
館
で
宝
物
に
見
と
れ
て
集

合
時
間
に
現
れ
ず
、
皆
を
や
き

も
き
さ
せ
る
者
も
出
て
小
学
生

の
修
学
旅
行
さ
な
が
ら
で
あ
っ

た
。
昼
食
は
友
達
の
車
に
分
乗

し
て
丸
子
の
宿
の
「
丁
字
屋
」
に

移
動
し
て
と
ろ
ろ
汁
に
舌
鼓
を

う
ち
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
夏
冬

二
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
回
は
二

年
後
で
ど
う
か
と
い
う
希
望
も

含
め
、
幹
事
を
選
出
し
て
再
会

を
約
し
、
解
散
し
た
。

平
成
1
2
年
日
月
1
2
日

鈴
木
　
潔

（
農
芸
化
学
科
第
9
回
卒
）

四
国
か
ら
馳
せ
参
じ
、
2
8
人

中
2
1
人
が
出
席
し
た
。
飲
み

な
が
ら
各
人
の
現
状
が
話

さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
つ
い
て

あ
ち
こ
ち
か
ら
質
問
が
飛

び
出
し
、
宴
会
は
予
定
の
3

時
間
を
大
幅
に
超
え
に
ぎ

や
か
な
笑
い
声
の
中
で
行

わ
れ
た
。
退
職
後
間
も
無
い

諸
氏
の
話
し
の
一
部
を
紹

介
す
る
と
、
「
晴
耕
雨
読
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
」
、
「
大

学
へ
聴
講
に
通
っ
て
い

る
」
、
「
現
役
で
ま
だ
や
っ
て

い
る
」
、
「
週
に
1
、
2
回
会

社
に
行
っ
て
い
る
」
、
な
ど

様
々
で
あ
っ
た
が
、
「
現
役

か
ら
離
れ
第
三
者
的
な
立

場
で
世
の
中
を
見
る
と
、
現

役
時
代
は
気
付
か
な
か
っ

た
り
無
視
し
て
来
た
事
の

中
に
、
改
め
て
考
え
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
く
あ
る
こ
と
に
気
が
付

い
た
」
、
と
い
う
反
省
の
言
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庁祭葉酸祭祭祭無賃美《クラス会の予告

i〈本同窓会の持続性を考えますとクラス会の活性化が一番と考え〉i

陸嵩嵩≡諾器黒炭謀判
〉！

さ（クラス会の連絡が可能となるように本部に働きかけたいと思いま　〉！

醒請書からもこのようなご希望の趣旨をご連絡い

障害　諾l書1榊原霊泉の莞湯館
（（　専2　　　中川（潔）　未　定　　　未定（開催は確実）

i〈　聖」一主＿撃〈＿享：望竺、、撃？中華、、《
ii　今回は初めてですので準備が充分でない点もありますが、この　くま

肝うな欄の利用も今後ご検討ください。　　　　）i
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専
門
2
回
で
昭
和
2
8
年
3
月

ご
卒
業
の
前
田
巌
先
生
が
江
南

短
期
大
学
を
ご
退
官
さ
れ
、
農
産

物
利
用
学
の
小
宮
先
生
と
シ
キ

ン
マ
パ
ン
の
近
藤
光
雄
（
大
1
5
）

民
ら
の
お
世
話
で
、
昨
年
3
月

名
古
屋
駅
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

て
前
田
先
生
を
囲
む
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
先
生
は
本
学
部
の

農
産
製
造
学
研
究
室
、
大
阪
大

学
産
業
科
学
研
究
所
、
東
京
大

学
農
学
部
、
江
南
女
子
短
期
大

学
に
関
係
を
持
た
れ
ま
し
た
。
食

品
科
学
や
澱
粉
科
学
の
分
野
で

約
半
世
紀
に
わ
た
る
教
育
研
究

生
活
か
ら
生
ま
れ
ま
「

な
前
田
先
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
わ
れ
わ
れ
同
窓
会
員
の
宝
で

も
あ
り
ま
す
。
八
十
歳
を
過
ぎ

ら
れ
ま
し
た
奈
良
先
生
を
は
じ

め
山
田
先
生
、
ま
た
前
田
先
生

の
教
え
子
で
あ
り
ま
す
注
南
の

方
々
も
参
加
さ
れ
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

戦
m
V
N
秒
両
胸
蒜
秒
凱
刷
N
V
靖
ン
茜
M
軌
m
r
耽
m
V
軟
骨
．
拐
N
y
上
甑
N
r
凱
川
砂
r
歌
仙
品
既
間
者
槻

食
品
化
学
研
究
室
同
門
会

食
品
化
学
研
究
室
で
は
、
毎

年
8
月
中
旬
に
同
門
会
と
称
し

て
若
手
中
心
の
集
ま
り
を
も
っ

て
お
り
ま
す
。
写
真
中
央
の
西

田
・
西
村
・
伊
藤
官
主
が
こ
の

会
を
引
張
っ
て
き
た
か
い
あ
っ

こ
の
会
は
持
続
性
の
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
学

部
生
の
時
代
に
な
り
ま
し
て
も
、

研
究
室
を
媒
体
と
す
る
こ
と
で

普
遍
的
に
継
続
し
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

て
m
年
は

ゆ
う
に
過

ぎ
ま
し
た
。

卒
業
・
修
了

生
だ
け
で

な
く
現
役

の
4
年
生

も
参
加
す

る
元
気
一

杯
の
会
で

す
。
院
生
や

卒
論
生
は

社
会
人
成

り
立
て
の

先
輩
と
学

生
時
代
の

思
い
出
を

語
ら
っ
た

り
、
会
社
の

裏
話
的
な

情
報
を
交

わ
せ
る
ま

た
と
な
い

機
　
会
　
と

な
っ
て
い

ま
す
。
場
所

や
日
時
の

決
定
か
ら

往
復
は
が

き
で
の
連

絡
は
現
役

の
学
生
が
、

会
費
の
方

は
社
会
人

と
な
り
学

生
時
代
の

分
を
返
す

方
式
が
定

着
し
て
い

ま
す
の
で
、

京
都
で
の
農
芸
化
学
大
会
に

合
わ
せ
、
京
都
周
辺
の
同
窓
生

に
呼
び
か
け
、
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
研
究
室
同
窓
会
を
開
い
た
。

3
月
2
5
日
6
時
半
に
熊
澤
先
生

を
始
め
と
し
て
同
窓
生
1
2
名
、
ス

タ
ッ
フ
3
名
、
在
学
生
4
名
、
特

別
参
加
の
松
坂
短
期
大
学
の
山

根
先
生
を
含
め
て
2
1
名
が
京
都

鴨
川
沿
い
の
束
華
菜
園
に
集

ま
っ
た
。
宴
は
稲
垣
氏
の
開
会

の
辞
で
始
ま
り
、
柏
村
教
授
が

同
窓
会
参
加
へ
の
お
礼
を
述
べ

ら
れ
た
後
、
熊
溝
先
生
の
発
声

で
一
同
乾
杯
し
た
。
次
々
と
運

ば
れ
て
く
る
料
理
を
堪
能
し
、

ビ
ー
ル
で
舌
が
滑
ら
か
に
な
っ

た
頃
に
、
参
加
者
に
近
況
を
話

し
て
い
た
だ
い
た
。
熊
溝
先
生

は
生
物
資
源
学
部
の
英
語
名
に

つ
い
て
の
秘
話
を
話
さ
れ
、
そ

れ
に
対
し
て
谷
中
氏
は
「
農
の

字
を
消
し
て
し
ま
う
の
は
と
ん

で
も
な
い
」
と
主
張
し
、
ホ
ッ

ト
な
場
面
も
あ
っ
た
。
こ
れ
も

詔
興
酒
の
効
用
と
思
わ
れ
た
。
ま

た
、
谷
中
氏
は
そ
の
勢
い
で
「
ぜ

ひ
新
し
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
出
る

よ
う
に
若
い
者
に
望
む
」
と
、
ま

た
広
郡
民
は
「
若
い
人
は
何
で

も
経
験
だ
と
思
っ
て
、
自
分
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

次
代
を
背
負
う
若
い
人
た
ち
を

励
ま
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
念

写
真
後
、
午
後
9
時
に
お
開
き

に
な
っ
た
。
会
場
設
定
な
ど
で

お
世
話
に
な
っ
た
西
田
氏
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
　
西
川
）
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平成12年度卒業・修了生の進路

農芸化学コース主任　小畑　仁
一時期上向き詰ナ二言た景気がまた冷え込みはじめてしま主就職超氷河期といわれ始めてからすでに5年以上過ぎようとしております。最近は

求人が大学に届けられる数が少なくなり、学生自身がインターネットや就職情報誌で各自探して自分で応募する形式が増えてきました。また就職活

動開始時期が早まっておりかつ長期化して、学生の研究室での勉学や研究活動に支障が出てきております。就職を取りまく環境はこのように決して

明るくはありませんが、我々のコースでは結果として同窓諸兄のお力添えも頂いて、このようになり、卒業・修了生諸君は新しく第一歩を踏み出す

ことができることとなりました。それぞれの場での新入生ということになります。先輩として、どうぞよろしくご指導の程お願いいたします。また

今後とも学生の就職活動にお力添え頂きますようお願い申し上げます。

「平成12年度学部卒業者の就職・進学先

青木　貴宏　名古屋大学大学院

荒木　理江　生物資源学研究科

石川　謙書　生物資源学研究科

伊藤　俊輔　名古屋大学大学院

伊藤　直彦　生物資源学研究科

伊藤　玲奈　大阪大学大学院

稲葉　誠和　生物資源学研究科

岩本　月子　生物資源学研究科

大村　知子　㈱やまひろ

岡本美由紀　奈良先端科学技術大学院大学

梶田　　祐　生物資源学研究科

Il旧　将和　名古屋大学大学院

北折　寛子　名古屋大学大学院

近藤　　宏　㈱くらコーポレーション

島岡　朋子　丸信製粉㈱

曽我部真里　カネハツ食品㈱

薗部　佳史　名古屋大学大学院

高木　　瞳　日本ハム食品㈱

西本　珠代

橋原　直美

林　栄美子

林　　俊道

原　　貴子

藤岡　敏明

松岡　寿保

水谷　直人

村田　　淳

森　由美子

山田　弥生

山本　直訓

横田　愉之

渡辺　雅子

市原　沙恵

上野　史子

下岡　令美

松阪農業協同組合

就職予定

奈良先端科学技術大学院大学

生物資源学研究科

キューピー㈱

生物資源学研究科

生物資源学研究科

長野県警察本部

㈱関谷食品

㈱トピックス

生物資源学研究科

生物資源学研究科

北陸製薬㈱

生物資源学研究科

在学

生物資源学研究科

生物資源学研究科

SURYANI

九鬼産業㈱

生物資源学研究科博士課程

在学

理化学研究所

生物資源学研究科博士課程

科学技術振興事業団

ミヨシ油脂㈱

丸信製粉㈱

農林水産省　野菜・茶業試験場

シスメックス㈱

生物資源学研究科博士課程

●

田中　聡樹

田中　智之

冨田　浩輝

鳥居あすか

中里　紘子

鍋島　弘樹

西口　達也

名古屋大学大学院

奈良先端科学技術大学院大学

生物資源学研究科

ワタミフードサービス㈱

丸信製粉㈱

日本農産工業㈱

生物資源学研究科

修士課程修了者の就職・進学先（平成13年3月）

安藤　雅之　甲陽化学工業㈱

飯田　　親

宇佐美　衛

大脇　進治

岡森万理子

加納　　豊

河合　奈々

京都府立大学博士課程

ゼリア新薬工業㈱

（財）日本食品分析センター

ニチニチ製薬㈱

横浜市立大学博士課程

四日市酪農協同組合

博士課程修了者の就職・進学先（平成13年3月）

鈴木　恒一　在学

久保さつき　休学

香田　　淳　三重大学（ボスドク）

アリ　ムシェダカツン

米国　ライス大学（ボスドク）

ティティ　チャンドラ　スナルティ

帰国（ボゴール大学）

ドイエラ　エフイフルニ

帰国（ボゴール大学）

前
回
同
封
い
た
し
ま
し
た
年

会
費
納
入
状
況
メ
モ
の
一
部
の

内
容
に
更
新
ミ
ス
が
あ
り
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
遅

く
な
り
ま
し
た
が
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
連
絡
し
て
い
た
だ

き
、
早
速
ミ
ス
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
て
正
し
く
更
新
い
た
し
ま

し
た
。
会
費
納
入
簿
に
は
納
入
実

績
が
正
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

記
入
す
る
時
期
に
学
内
の
管
理

人
が
変
わ
り
ミ
ス
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。
当
分
の
間
は
会
費
と

住
所
の
管
理
者
は
変
え
な
い
で

い
く
方
針
で
す
。
ま
た
、
会
費
納

入
メ
モ
を
同
封
す
る
場
合
に
も

入
れ
間
違
い
が
起
こ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
か
ら
は

住
所
等
が
記
さ
れ
て
い
ま
す

タ
ッ
ク
シ
ー
ル
の
右
下
に
会
費

納
入
メ
モ
を
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
年
間
の
会
費
は
千

円
で
す
が
、
複
数
年
度
の
会
費

を
ま
と
め
て
納
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
処
理
手
間
件
数
を
減

ら
せ
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
上
記
内
容
に
関
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

尚
、
会
員
の
住
所
や
会
費
納

入
等
の
記
録
は
フ
ァ
イ
ル
メ
ー

カ
ー
プ
ロ
で
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
所
変
更
の
連
絡
が
あ
り

し
だ
い
書
き
換
え
て
い
き
ま
す

の
で
、
会
費
振
り
込
み
用
紙
連

絡
欄
に
は
住
所
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
メ
モ
を
お
忘
れ
な
く
。
ク

ラ
ス
会
の
連
絡
を
す
る
た
め
に

ク
ラ
ス
の
住
所
が
必
要
で
し
た

ら
大
学
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
で
連
絡
を
頂
け
れ
ば
よ

り
効
果
的
と
思
い
ま
す
。
三
重

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
学
内

教
官
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
分
か

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
四
四
四
四
四
囲
困
困
困
困
困
困
困
困
困
困
困
困
困
困
困

年
会
費
納
入
メ
モ
の

お
詫
び
と
連
絡

三
翠
化
学
会
同
窓
会
会
長
を

招
い
て
こ
れ
ま
で
毎
年
催
し
て

き
ま
し
た
農
芸
化
学
コ
ー
ス
新

2
年
生
の
歓
迎
会
も
今
年
か
ら

無
く
な
り
寂
し
さ
を
覚
え
ま
す

が
、
本
同
窓
会
は
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
活
発
に
活
動
を
続
け

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が

あ
り
ま
す
が
こ
れ
ま
で
と
同
じ

活
動
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
こ
と

は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
同
窓
会
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま

し
た
ら
是
非
と
も
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
組
織
の
見
直
し
か
ら
、

忙
し
い
時
間
を
割
い
て
わ
ざ
わ

ざ
集
ま
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て

も
価
値
の
あ
る
同
窓
会
の
運
営

に
智
慧
を
し
ぼ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
総
会
で

は
事
業
計
画
に
そ
の
よ
う
な
試

み
を
協
議
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
つ
も
り
で
す
。
ま
た
、
I
T

化
に
よ
り
常
に
新
鮮
な
情
報
が

入
手
で
き
る
時
代
が
来
て
い
ま

す
。
三
重
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
h
〓
p
‥
＼
＼
W
．
雷
i
？
圭
a

C
．
j
p
＼
）
に
は
、
現
在
工
事
中
で

す
が
同
窓
会
の
欄
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う

な
欄
の
活
用
も
一
般
化
し
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
芸
化
学
第
三
回
の
私
た
ち

は
三
十
名
入
学
、
二
十
九
名
の

卒
業
で
四
十
五
年
を
経
過
し
、
高

度
成
長
時
代
を
ひ
た
走
り
ま
し

た
が
そ
の
殆
ど
が
社
会
の
第
一

線
を
退
き
、
よ
う
や
く
時
間
的

な
余
裕
を
得
て
趣
味
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
生
き
が
い
を
見
つ
け

る
年
代
に
入
り
ま
し
た
。

昨
年
、
八
月
の
終
わ
り
頃
、
岡

田
君
の
名
前
で
角
川
書
店
か
ら

句
集
『
鷹
桂
』
が
贈
ら
れ
て
来

ま
し
た
。
そ
の
本
の
中
に
去
る

五
月
の
半
ば
に
、
医
師
よ
り
余

命
い
く
ぱ
く
も
無
い
こ
と
を
告

げ
ら
れ
た
父
（
岡
田
南
丘
）
は
、

急
に
句
集
を
上
梓
す
る
こ
と
を

思
い
た
ち
ま
し
た
云
々
と
の
娘

さ
ん
た
ち
の
紙
片
が
挿
入
さ
れ

て
い
．
た
の
で
驚
き
、
同
窓
の
奥

野
誠
二
君
と
連
絡
を
と
り
、
彼

の
自
宅
に
電
話
を
入
れ
た
と
こ

ろ
、
只
今
入
院
し
て
い
て
、
抗

が
ん
剤
服
用
の
せ
い
で
話
が
し

難
い
の
で
も
う
少
し
良
く
な
っ

て
か
ら
お
出
で
頂
い
た
方
が
良

い
と
の
こ
と
で
そ
の
つ
も
り
で

い
た
と
こ
ろ
、
九
月
一
日
、
逝

去
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

九
月
三
日
、
日
曜
、
自
宅
で

行
わ
れ
た
葬
儀
に
は
大
勢
の
参

列
者
に
混
じ
っ
て
十
名
ほ
ど
の

同
窓
生
が
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

我
々
悪
童
仲
間
で
は
最
後
に

は
な
り
た
く
な
い
が
一
番
に
も

な
ら
な
い
よ
う
健
康
と
事
故
に

は
注
意
し
よ
う
や
、
と
減
ら
ず

口
を
叩
い
て
い
た
の
に
彼
が

真
っ
先
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

卒
業
以
来
、
教
職
に
身
を
置

き
、
高
校
生
を
教
え
、
校
長
時

代
に
入
っ
て
も
真
面
目
に
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え

る
人
物
像
は
学
生
時
代
と
少
し
も

変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

”
岡
田
君
、
冥
土
と
は
ど
ん
な

所
や
。
〟
独
特
の
ニ
コ
ニ
コ
顔
で

”
そ
れ
が
さ
の
う
。
〟
と
言
う
よ

う
な
会
話
が
い
つ
で
も
交
わ
せ

そ
う
な
人
柄
で
し
た
。

終
わ
り
に
川
柳
か
ら
俳
句
に

転
向
し
た
彼
が
最
も
気
に
入
っ
た

と
思
わ
れ
、
句
集
の
題
名
に
も

な
っ
た
〟
神
島
の
風
に
乗
り
た
る

鷹
柱
〟
を
披
露
し
て
生
前
の
岡
田

久
司
君
を
偲
ぶ
こ
と
と
し
ま
す
。

同
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を
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先
駆
け
て
岡
田
久
司
君
が
逝
く

吾
が
親
友
別
府
君
は
、
去
る

二
月
病
魔
に
冒
さ
れ
逝
去
し
ま

し
た
。
頼
り
み
れ
ば
私
達
同
級

生
は
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
三

重
農
尊
に
新
設
さ
れ
た
農
産
製

造
学
科
第
一
回
生
と
し
て
、
大

い
な
る
希
望
を
も
っ
て
入
学
し
、

頑
張
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

皆
様
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
別

府
君
の
渾
名
は
、
「
赤
猪
」
で
あ

り
、
赤
い
顔
を
し
て
、
何
事
に

も
猪
突
猛
進
す
る
こ
と
が
渾
名

の
由
来
で
す
。

性
格
は
、
人
情
に
厚
く
、
物

心
両
面
に
亘
り
人
の
面
倒
を
よ

く
み
る
親
分
肌
の
人
で
し
た
。

在
学
中
は
、
野
球
部
の
正
捕

手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
三
重
大
野

球
部
の
基
礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。

二
十
四
年
卒
業
後
、
再
度
三

重
大
農
学
部
に
入
学
し
、
二
十

八
年
大
学
一
回
生
と
し
て
卒
業

し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
日
本
穀
物
検
定

協
会
に
奉
職
し
、
業
務
の
か
た

わ
ら
化
学
会
名
古
屋
支
部
長
と

し
て
五
十
年
余
に
亘
り
活
躍
さ

れ
、
化
学
会
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
生
前
の
業

績
を
た
た
え
、
今
は
な
き
別
暗

君
の
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し

ま
す
。
　
（
専
一
芝
田
　
博
）

故
別
府
君
の
死
を
悼
む
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